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概要
中国語の入力に関しては、Unicode系IMEの登場によって、無理なく日中混在が可能となった。しかし、こと声調符号付きピンイン符号の入力・表示に関しては、ChineseWriter・cWnnなどに付属する独自コード方式のフォントによる擬似表示しか方法がなかった。また、それらのフォント、およびGBコードのフォントには、大文字＋声調符号が収録されないなどの問題があった。
PinyinAcは、Wordのオートコレクト機能を活用し、Unicodeによる声調符号付きピンインのスムーズな入力を実現するツールである。他のソフトを起動したりフォントを切り換えたりする手間なく、簡単な操作でピンインを入力・表示できるばかりでなく、これまで不可能だった大文字＋声調符号も簡単に入力できる。さらに、従来困難だった声調符号付きピンインを用いた文書ファイルの交換が容易になり、日本国内および他海外とのデータ交換も可能になることから、中国語教育の場面で大いに役立つことが期待される。
動作環境
Windows XP
Word 2003
· 上記のバージョン以外のWindows・Wordでも動作すると思われますが、確認していません。
1 ファイル構成
PinyinAc.doc……オートコレクト辞書登録用ピンイン符号データ、一括登録マクロ
Readme.doc……説明ファイル
2 著作権、使用・配布条件
· PinyinAc.doc・Readme.docの著作権は、制作者の千田大介に属します。
· PinyinAcのサポート・アップデートは、全て電脳瓦崗寨（http://wagang.econ.hc.keio.ac.jp/）PinyinAcページにて行います。個々のユーザーへの連絡はしませんので、ご了承下さい。
· PinyinAcはGPLに基づくフリーソフトです。
· PinyinAcの使用によってユーザーが如何なる損害を被ろうとも、著作権者は一切の責任を負いませんので、ユーザー自身の責任においてご使用下さい。
使用方法
インストール
インストール前に、Word以外のソフトを終了し、スクリーンセイバーをOFFにしてください（登録に時間がかかるため）。
はじめに、PinyinAc.docを開きます。マクロが含まれているため、Word 2000以降では開けないことがあります。その場合は、［ツール］→［マクロ］→［セキュリティ］で、セキュリティレベルを、中もしくは低に設定してください。また、警告画面が表示された場合は、［マクロを有効にする］を選択してください。
次に、［ツール］→［マクロ］→［マクロ］で、AddPinyinを選択して、［実行］をクリックして下さい。
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インストール作業には、マシンのパフォーマンスにもよりますが、15分から30分ほどかかります。インストール作業中は、他の操作をせずにお待ち下さい。「ピンイン辞書データの追加が完了しました。」と表示されたら終了です。PinyinAc.docを閉じて下さい。
入力・変換方法
はじめに、フォントの設定を変更します。［書式］→［フォント］で右の画面が表示されたら、「英数字用のフォント」に電脳瓦崗寨配布ピンインフォントのWG Pinyin Serif、あるいはTimes New Romanを指定して、［既定値として設定］をクリックして下さい。これで、以後Wordを使う場合、特別に指定をしない限り、英数フォントに指定したフォントが使用されます。
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また、Word 2000以上を使用している場合、ピンイン部分のフォントを上手く指定できない、字間が狂うなどの症状が発生することがあります。その場合は、おかしくなっている部分を選択し、［ツール］→［その他の校正ツール］→［言語の選択］で、「言語の自動選択」チェックを外し、言語を「英語」に設定してみてください。それでもダメなら、WG Pinyin Sans/Serifの＋版フォントに設定してみてください。
PinyinAcをインストールすると、アルファベット＋声調（アラビア数字）＋##を入力することで、自動的に声調符号付きピンイン符号に変換されるようになります。
例：zhong1## → zhōng 

日本語IMEをoffにして入力してもいいですし、onにしたまま、次のように入力することも可能です。
例：ｚほｇん１＃＃ → zhong1## → zhōng 





半角に変換・確定

また、あらかじめアルファベット＋声調を入力しておき、あとから「##」だけを入力して変換することもできます。

例：nin2hao3 → nin2##hao3 → nín hao3 → nín hao3## → nín hǎo 

大文字で入力すると、大文字＋声調符号に変換されます。

例：Ai4## → Ài 

E3## → Ě 

üは、Vで代替表記しています。

例：v3## → ǚ 

 lve4## → lüè 

ただし、lüe nüeは、ve・ueのどちらでも登録してあります。

er化は、rの後に声調を入力します。

例：nar4## → nàr 

 qir1## → qīr 

教学の便を考慮し、韻母は全て登録されています。

例：ua1## → uā 

iong2## → ióng


数字###で、声調符号に変換できます。フォントは、WG Pinyin Sans/serif、もしくはGB・GBKコード対応フォントを指定してください。

例：3### →ˇ
変換後の声調符号付きピンイン文字列の後に、半角スペースが入ります。オートコレクトでは、スペース・コンマなどで英単語の区切りを認識しているため、次の音節との区別のために必要なのです。見苦しい場合は、入力終了後、半角スペースを取り除きたい範囲を指定して、［編集］→［置換］で［検索文字列］に半角スペースを入力、［置換後の文字列］は空欄のまま置換して下さい。

制限事項

以下の符号は、Unicode 3.0でようやく定義されましたが、対応する欧文フォントが見られないため対応していません。

· ê＋声調符号（êはei##で変換可能）

· m＋一声・三声・四声
· n＋一声・四声
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